

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A B C 
季
仮
回
硯
」
の
五
字
を
書
い
た
後
、
白
簡
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
陳
夢
家
「
由
実
物
所
見
漢
代
筒
冊
制
度
」
(
十
二
、
標
髄
)
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
形
態
は
章
が
首
尾
完
結
し
た
状
況
を
示
す
と
見
な
さ
れ
、
町
包
は
六
十
字
で
一
章
を
形
成
す
る
文
献
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
文
字
排
列
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
g
Nと
同
様
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
蒼
額
篇
残
簡
に
見
出
さ
れ
る
一
一
一
種
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
各
字
問
に
意
義
的
関
連
を
見
出
し
難
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
羅
列
形
態
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。
句
式
に
つ
い
て
は
、
釈
文
聞
に
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
明
確
に
は
把
握
し
難
い
。
今
取
り
敢
え
ず
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
小
学
書
の
三
字
・
四
字
・
七
字
の
=
一
種
の
勾
帽
式
に
よ
っ
て
韻
部
を
検
討
し
て
み
る
と
、
三
字
・
七
字
に
つ
い
て
は
、
欄
一
定
の
蓄
の
状
況
を
認
め
難
い
の
に
対
し
、
四
字
句
と
仮
定
し
た
特
場
合
に
は
、
以
下
に
示
す
知
く
、
第
四
句
以
降
に
隔
勾
韻
に
近
い
状
仙
況
が
認
め
ら
れ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
傍
点
を
付
し
た
第
れ
十
一
句
末
「
諜
」
が
元
部
押
韻
字
で
あ
る
点
が
問
題
と
な
る
が
、
図
勾
d出
版
に
よ
れ
ば
こ
の
字
は
釈
文
に
猶
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
元
部
以
外
明
の
字
で
あ
る
可
能
性
も
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
に
糊
解
し
た
場
合
に
於
て
も
、
第
二
句
末
字
が
耕
部
で
あ
る
点
が
猶
問
題
拙
と
し
て
残
り
、
勾
式
と
押
韻
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
慎
糊
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
車
焦
黛
陶
聖
(
耕
)
陳
穀
鏡
嬰
(
耕
)
5 
程
腐
謬
平
(
耕
)
梁
賢
予
寛
(
元
)
祭
薙
筒
積
(
談
)
卑
度
露
審
(
元
)
彰
績
秦
参
(
侵
)
渉
競
夏
連
(
元
)
幾
恢
撤
更
(
陽
)
唐
美
歌
融
自
(
元
)
履
沓
底
諜
(
元
)
黄
文
成
山
(
元
)
肥
赦
械
情
(
幽
)
頁
闘
部
難
(
元
)
季
催
国
税
(
支
)
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
明
確
な
結
論
を
下
し
得
な
い
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
自
帥
唱
に
は
姓
字
に
関
わ
る
字
が
多
見
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
今
、
試
み
に
宋
・
郵
名
世
『
古
今
姓
氏
書
弁
証
』
、
明
・
陳
士
元
『
姓
鱗
』
所
収
の
姓
字
と
8
uと
に
共
通
す
る
字
を
O
、
姓
字
と
認
め
難
い
字
を
ム
で
示
す
と
、
以
下
の
知
く
で
あ
る
。
焦
O
蕪
O
陶
O
盈
O
陳
O
穀
O
鏡
O
嬰
O
程
O
康
ム
穆
O
平
O
6 
梁
O
賢
O
予
O
寛
O
栄
O
薙
O
向
O
検
ム
山
中
O
度
ム
露
O
審
O
彰
O
紙
ム
秦
O
参
ム
渉
O
競
ム
夏
O
蓮
O
幾
O
恢
ム
椴
更
O
唐
O
美
ム
政
O
帥冊目ム
廠
沓
O
座
諜
ム
黄
O
文
O
戚
山
O
肥
O
赦
O
械
情
。
頁
O
閑
ム
郵
O
難。
季
O
催
。
回
O
硯
ム
ム
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
全
て
姓
字
か
ら
な
る
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仮
に
二
字
単
位
の
四
字
句
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
字
め
は
、
傍
点
を
付
し
た
字
義
不
明
の
五
字
を
除
く
二
十
五
字
会
て
が
姓
字
に
該
当
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
国
に
於
け
る
姓
字
は
単
姓
に
限
っ
て
も
二
千
を
越
え
、
残
簡
の
文
字
を
短
絡
的
に
姓
字
に
結
び
つ
け
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
急
就
篇
に
於
け
る
姓
名
形
態
や
、
後
に
取
り
上
げ
る
区
尽
-zgの
如
き
、
姓
名
の
二
字
二
組
で
四
字
句
を
形
成
す
る
小
学
書
が
存
在
す
る
事
実
等
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
漢
代
小
学
書
に
於
て
姓
名
形
態
は
固
有
の
位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
一
章
全
体
と
見
な
さ
れ
る
六
十
字
と
い
う
少
な
か
ら
ぬ
残
存
字
に
於
て
、
各
学
問
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
意
義
的
関
連
性
が
見
出
せ
な
い
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
auが
姓
名
形
態
の
小
学
書
で
あ
る
と
の
推
測
も
成
立
し
得
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「
敦
燈
馬
圏
湾
」
が
指
摘
す
る
蒼
額
篇
と
の
関
連
を
考
察
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
漢
書
芸
文
志
(
六
芸
略
・
小
学
)
が
「
漢
興
、
閑
墨
書
師
、
合
蒼
額
・
愛
歴
・
博
削
宇
三
篇
、
断
六
十
字
以
第
一
章
」
と
記
す
、
蒼
額
篇
の
一
章
分
の
字
数
と
、
前
述
し
た
簡
冊
制
度
か
ら
推
定
さ
れ
る
guの
一
章
分
の
字
数
と
が
合
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
十
字
一
章
が
蒼
額
篇
国
有
の
体
裁
で
あ
っ
た
か
否
か
、
或
い
は
蒼
額
篇
中
に
姓
名
に
関
わ
る
形
態
が
存
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
現
時
点
で
は
不
明
と
言
う
他
は
な
く
、
一
章
の
字
数
の
合
致
を
以
て
直
ち
に
guが
蒼
額
篇
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
阜
陽
漢
簡
蒼
額
篇
の
検
討
に
よ
っ
て
、
蒼
韻
篤
の
押
韻
は
之
部
・
魚
部
・
陽
部
の
三
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
目
、
押
韻
面
に
つ
い
て
も
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
由
ω
申
と
先
に
検
討
し
た
g
Nと
の
聞
に
、
姓
字
と
の
関
連
に
つ
い
て
同
様
な
状
況
が
見
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
但
し
前
述
の
如
く
、
g
Nは
僅
か
十
六
字
を
存
す
る
の
み
で
、
押
韻
・
内
容
両
面
に
亙
っ
て
不
確
定
要
素
が
多
く
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
一
定
の
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
共
通
性
の
指
摘
の
み
に
止
め
て
お
き
た
い
。
E
4
同国ロ・
-
A
E
の
検
討
続
い
て
、
E
尽
き
・
広
巴
の
検
討
に
移
る
。
玉
門
花
海
出
土
の
区
臼
は
、
「
蒼
額
篇
」
の
区
包
・
広
田
D
E
E、
及
び
「
不
明
小
学
書
」
の
E
Rと
類
似
し
た
稚
拙
な
習
書
で
、
出
土
地
も
共
通
し
て
お
り
、
同
筆
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
盤
池
湾
出
土
の
尽
自
己
は
、
広
臼
と
重
複
部
分
を
有
し
、
同
内
容
の
小
学
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
町
出
土
地
を
異
に
し
、
広
臼
と
は
異
な
る
謹
直
な
隷
書
体
で
文
字
の
異
同
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
見
な
さ
一回。
れ
る
。
醐
尽
き
、
特
口
市
錨
口
釦
口
口
口
一
軒
怖
祖
師
部
縛
功
董
僕
李
口
謀
容
〈
釈
文
〉
小
部
諌
〈
敦
埠
〉
'
A
W
 
れ
広
印
同
封、出
回
口
献
宮
庇
郡
勝
側
郎
部
部
偉
績
萱
僕
李
貝
〈
文
集
〉
叫
庄
臨
時
怖
〈
釈
文
〉
酬
庄
嫌
伽
〈
敦
埠
〉
臨
押
韻
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
残
存
字
数
の
制
約
に
よ
り
明
確
に
把
鰍
握
し
難
い
が
、
字
義
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
都
邑
名
の
集
中
的
排
列
が
見
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
相
互
に
訣
字
を
補
足
し
、
釈
文
の
異
同
も
含
め
て
順
に
番
号
を
付
し
7 
て
掲
げ
、
説
文
等
に
よ
っ
て
字
義
を
示
す
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
①
郁
膏
邑
也
(
説
文
六
下
・
邑
部
)
寸
耕
地
名
(
集
韻
平
繋
四
・
十
五
青
)
②
一
奪
伯
氏
耕
邑
三
百
(
論
語
憲
問
)
「
峨
(
管
見
字
書
等
不
見
)
)
寸
郷
周
文
王
子
所
封
圏
、
在
菅
地
(
説
文
六
下
・
邑
部
)
E
一
〔
「
切
地
名
(
説
文
六
下
・
巴
部
)
④
郎
巴
也
(
改
併
四
聾
篇
海
・
邑
部
引
川
篇
)
⑤
部
菅
那
侯
邑
(
説
文
六
下
・
邑
部
)
⑤
部
故
楚
都
、
在
南
郡
江
陵
北
十
呈
(
説
文
六
下
・
邑
部
)
こ
の
内
、
問
題
の
残
る
窓
還
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
し
て
み
た
い
。
②
「
耕
」
「
鎌
」
図
版
か
ら
は
、
何
れ
が
原
文
か
を
判
定
し
難
い
。
「
球
」
は
説
文
を
初
め
と
す
る
管
見
の
字
書
等
に
見
出
さ
れ
ず
、
字
義
を
知
り
得
な
い
。
前
述
し
た
如
く
区
臼
は
稚
拙
な
習
書
で
あ
り
、
害
写
者
の
不
十
分
な
字
形
理
解
に
よ
る
靴
誤
の
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
耕
」
は
地
名
の
義
を
有
し
、
字
義
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
謹
直
に
書
写
さ
れ
た
HNgが
「
耕
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
耕
」
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
③
「
側
」
「
伽
」
「Mm」
は
国
名
を
詳
ら
か
に
し
難
い
。
現
時
点
で
は
、
何
れ
か
8 
-
方
を
否
定
す
る
積
極
的
根
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
他
の
大
部
分
が
春
秋
戦
国
期
の
都
邑
名
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
或
い
は
「
怖
」
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
④
「
腕
」
「
郎
」
は
改
併
四
聾
篇
海
の
邑
部
に
引
く
川
篇
に
「
邑
也
」
と
あ
る
の
み
で
、
他
の
管
見
の
字
書
等
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
猶
検
討
の
余
地
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。
③
の
場
合
と
同
様
、
都
邑
名
と
い
う
点
で
は
「
郎
」
の
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
が
、
春
秋
戦
国
期
の
都
邑
名
と
の
関
連
を
考
慮
す
れ
ば
、
説
文
六
下
・
邑
部
に
「
遡
郎
郡
勝
」
と
あ
る
「
郎
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。
以
上
、
都
邑
名
が
集
中
的
に
見
出
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
か
く
の
如
き
類
義
字
羅
列
式
形
態
は
、
蒼
額
篇
に
於
て
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
蒼
額
篇
と
の
関
連
を
若
委
す
る
上
で
、
か
か
る
形
態
上
の
共
通
性
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
既
述
し
た
如
く
、
残
存
字
数
の
制
約
等
か
ら
押
韻
や
前
後
の
関
連
を
明
確
に
把
握
し
難
く
、
今
後
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
更
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
四
N
4
問
問
中
=
国
間
・
=
8
の
検
討
H
N
N
N
 
A
白
書
図
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
異
同
ナ
シ
]
戸
科
目
凶
日
書
人
名
姓
越
茂
韓
国
明
沼
鼠
張
猪
翠
如
賓
敷
線
、
山
猫
邪
陳
泊
〈
文
集
〉
銭
猪
中
町
脚
〈
釈
文
〉
銭
街
中
郡
〈
敦
健
〉
HAH由
ω
白
書
人
名
姓
趨
茂
韓
磁
泡
鼠
張
猪
習
如
賦賎賎
〈
文
集
〉
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
初
め
に
、
区
間
N
-
E
S
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
以
下
の
二
論
文
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
「
玉
門
花
海
」
は
広
田
N
・
広
田
ω
の
内
容
に
つ
い
て
、
四
字
一
句
で
人
名
の
羅
列
か
ら
な
り
、
筒
首
の
「
白
書
人
名
姓
」
と
は
、
下
文
の
「
沼
鼠
、
張
猪
、
翠
知
」
等
の
例
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
猪
」
「
敏
」
「
郷
」
等
は
皆
韻
字
で
、
一
句
一
韻
に
似
た
状
況
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
更
に
同
書
は
、
秦
漠
時
に
は
お
お
よ
そ
蒼
額
篤
の
四
字
句
と
急
就
篇
・
凡
将
篇
に
代
表
さ
れ
る
七
字
句
と
の
こ
系
統
が
存
し
た
と
の
羅
振
玉
の
見
解
や
、
急
就
篇
中
に
も
姓
名
の
句
が
有
る
こ
と
、
漢
書
芸
文
士
山
に
急
就
篇
等
の
諸
篇
は
「
皆
蒼
額
中
正
字
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
急
就
篇
は
蒼
額
篤
・
凡
将
篤
二
害
の
優
点
を
兼
有
し
て
い
た
た
め
に
西
渓
晩
期
に
最
も
習
用
・
流
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
E
3・
E
g
は
蒼
額
篇
系
統
の
小
学
書
に
属
す
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
次
に
、
胡
平
生
「
玉
門
・
武
威
新
獲
簡
膿
文
字
校
釈
l
l
読
〈
漢
簡
研
究
文
集
〉
札
記
」
(
『
考
古
典
文
物
』
一
九
人
六
年
第
六
期
)
は
、
区
出
回
の
み
の
写
真
が
公
表
さ
れ
た
段
階
で
釈
読
に
も
捻
蔵
の
余
地
が
あ
り
、
未
だ
立
ち
入
っ
た
研
究
は
困
難
で
あ
る
と
の
留
保
を
述
べ
た
上
で
、
初
め
の
四
匂
の
押
韻
の
状
況
を
以
下
の
如
く
掲
げ
、
胡
氏
等
が
阜
陽
漠
簡
蒼
額
篇
の
分
析
に
よ
っ
て
推
定
し
た
越
高
の
愛
歴
篇
の
押
韻
(
魚
部
)
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
姓
字
の
最
初
が
「
越
」
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
関
係
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
を
提
出
し
て
い
る
。
肩
満
開
A
日
目
、
書
人
(
真
部
)
名
姓
(
耕
部
)
醐
越
於
(
川
肌
瓜
声
、
魚
部
)
韓
揚
(
陽
部
)
持
活
乱
(
魚
部
)
張
崎
(
魚
部
)
一
目
習
如
(
魚
部
)
貸
敷
(
侯
部
)
れ
即
ち
胡
氏
は
、
蒼
額
篇
系
統
の
小
学
書
で
あ
ろ
う
と
の
「
玉
門
花
々
C出
海
」
の
見
解
を
更
に
一
歩
進
め
て
、
蒼
額
篇
中
の
愛
歴
篇
の
残
簡
で
四
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
訳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
醐
見
解
に
は
、
以
下
の
如
き
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
組
先
ず
「
玉
門
花
海
」
の
中
心
的
論
拠
で
あ
る
、
四
字
句
の
共
通
性
搬
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
玉
門
花
海
」
が
述
べ
る
知
く
、
四
字
句
の
句
式
を
有
す
る
点
が
、
羅
振
玉
「
小
学
術
数
方
技
書
考
釈
」
小
学
類
に
於
け
る
蒼
額
篇
認
定
の
中
心
的
根
拠
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
9 
定
の
有
効
性
を
持
つ
こ
と
は
、
阜
腸
漠
簡
蒼
額
篇
中
に
、
羅
振
玉
が
蒼
額
篇
と
認
定
し
た
四
簡
の
内
の
二
簡
と
重
な
る
字
匂
を
有
す
る
残
簡
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
に
関
し
て
留
意
す
べ
き
は
、
羅
振
玉
が
四
字
句
の
句
式
に
よ
っ
て
蒼
額
篤
と
認
定
し
た
残
簡
は
、
何
れ
も
蒼
額
篇
に
於
て
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
類
義
字
羅
列
式
形
態
で
あ
り
、
姓
名
形
態
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
更
に
後
に
示
す
如
く
、
急
就
篇
は
七
字
句
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
姓
名
に
関
わ
る
部
分
は
三
字
句
で
あ
り
、
末
部
に
は
四
字
勾
の
部
分
を
も
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
内
容
上
の
相
違
や
急
就
篇
に
見
ら
れ
る
勾
式
の
多
様
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
内
容
面
へ
の
充
分
な
配
慮
無
し
に
、
H
品
目
N
-
E
g
の
如
き
極
僅
か
な
残
簡
に
見
ら
れ
る
四
字
句
を
そ
の
小
学
書
の
中
心
的
な
句
式
と
見
な
し
、
蒼
額
篇
系
統
の
小
学
書
と
解
す
る
こ
と
は
、
や
や
速
断
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
押
韻
字
に
つ
い
て
釈
文
の
異
同
を
見
る
と
、
胡
氏
が
〈
文
集
〉
に
従
っ
て
「
翠
如
賓
数
」
と
釈
し
た
区
尽
第
四
句
の
末
字
「
数
」
は
、
〈
釈
文
〉
〈
敦
燈
〉
で
は
「
銭
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
図
版
に
よ
る
と
偏
は
や
や
把
握
し
難
い
も
の
の
、
穿
の
方
は
「
支
」
と
釈
す
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
「
斐
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
次
に
E
S
を
見
る
と
、
広
田
N
は
簡
末
ま
で
五
匂
半
が
書
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し、
E
Sで
は
第
四
句
の
第
三
字
ま
で
で
以
下
は
白
簡
と
な
っ
て
お
10 
り
、
末
字
を
〈
文
集
〉
は
「
賦
」
、
〈
釈
文
〉
〈
敦
燈
〉
は
「
賎
」
と
釈
し
て
い
る
。
こ
の
第
四
句
の
第
三
字
は
、
E
Sで
は
〈
文
集
〉
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
と
も
に
「
賓
」
と
釈
し
て
お
り
、
図
版
か
ら
も
疑
問
の
余
地
は
盤
く
、
姓
字
と
い
う
観
点
か
ら
も
「
賓
」
が
原
文
で
あ
っ
た
と
見
な
し
得
る
。
し
か
も
「
賎
」
と
「
賓
」
と
の
聞
に
は
形
態
上
の
類
似
に
よ
る
誤
写
を
想
定
し
難
い
こ
と
か
ら
、
H
品
目
印
は
第
三
字
「
賓
」
を
書
写
す
べ
き
を
、
誤
っ
て
次
の
第
四
字
を
書
写
し
、
誤
写
に
気
付
い
て
中
途
で
書
写
を
中
断
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
図
版
に
よ
っ
て
こ
の
第
三
字
を
見
る
と
、
偏
は
明
ら
か
に
「
貝
」
で
あ
り
、
安
の
方
は
把
握
し
難
い
も
の
の
、
「
支
」
と
釈
す
る
の
は
や
は
り
困
難
で
あ
っ
て
、
「
斐
」
の
説
体
の
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。か
か
る
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
〈
文
集
〉
の
「
数
」
は
「
銭
」
或
い
は
「
賎
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
少
な
く
と
も
「
蚊
」
と
釈
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
第
四
句
の
末
字
「
数
」
が
侯
部
で
あ
り
、
魚
部
と
合
韻
と
な
る
と
の
胡
氏
の
解
釈
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
「
銭
」
「
賎
」
と
す
れ
ば
何
れ
も
元
部
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
も
魚
部
と
合
韻
と
は
解
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
押
韻
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
に
於
て
は
、
蒼
額
(
愛
歴
)
篇
と
の
関
係
を
積
極
的
に
裏
付
け
得
る
程
の
根
拠
と
は
見
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
胡
氏
が
指
摘
す
る
姓
字
の
最
初
の
「
越
」
と
越
高
と
の
関
係
も
、
例
え
ば
百
家
姓
は
そ
の
冒
頭
が
「
越
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
越
宋
の
成
立
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
敦
桂
文
書
中
の
百
家
姓
残
紙
(
司
品
目
白
・
回
以
品
8
0
)
に
よ
っ
て
唐
代
に
湖
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
如
何
、
他
に
積
極
的
な
根
拠
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
、
あ
く
ま
で
も
一
憶
説
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
四
字
句
・
押
韻
に
つ
い
て
は
、
何
れ
も
蒼
額
篤
と
の
関
連
を
立
証
す
る
根
拠
と
は
見
な
し
難
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
更
に
、
別
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
他
の
残
簡
と
の
関
係
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
、
区
間
N
-
z
a
と
前
述
し
た
蒼
額
篇
残
簡
区
間
由
・
区
8
・
区
白
と
が
出
土
地
を
同
じ
く
し
、
し
か
も
こ
の
三
簡
と
E
S・区
8
と
は
肉
筆
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
や
出
土
地
の
共
通
性
を
直
ち
に
文
献
の
一
致
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
様
に
出
土
地
と
筆
者
と
を
同
じ
く
す
る
と
さ
れ
る
広
お
が
、
蒼
額
篇
と
は
明
ら
か
に
【埼〕
異
な
る
遺
詔
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
次
に
句
式
で
は
、
残
簡
の
冒
頭
の
第
一
句
「
白
書
人
名
姓
」
が
、
第
二
句
以
降
と
異
な
り
五
字
句
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
但
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
ず
「
白
書
人
名
姓
」
が
五
字
句
で
は
な
く
、
「
日
」
が
前
匂
の
末
字
で
あ
っ
て
「
口
口
口
目
、
書
人
名
姓
」
と
四
字
句
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
先
に
補
足
し
た
尽
N
N
が
参
妥
“
と
な
る
。
H
N
N
N
は
「
白
書
ι
の
二
字
の
み
を
存
し
、
「
害
」
の
下
の
簡
が
依
失
し
た
断
簡
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
「
日
書
」
と
い
う
語
を
冠
す
る
例
は
、
他
の
残
簡
に
容
易
に
見
出
し
難
い
点
や
、
謹
直
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
H
N
N
N
は
広
田
N
-
E
a
と
同
一
内
容
の
小
学
書
の
断
筒
で
あ
る
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
簡
頭
に
当
た
る
「
日
」
の
上
に
、
章
の
初
め
を
示
す
「
A
」
の
符
号
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
符
号
に
よ
り
、
「
日
」
が
前
匂
の
末
字
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
、
「
白
書
人
名
姓
」
の
五
字
で
一
句
を
形
成
し
、
し
か
も
章
の
冒
顕
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
回
漢
書
芸
文
志
に
記
さ
れ
た
、
秦
か
ら
東
漢
に
か
け
て
成
立
し
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
小
学
書
と
作
者
・
成
立
時
期
を
順
に
列
記
す
る
と
帽
以
下
の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
内
伝
存
す
る
も
の
は
急
就
篇
の
み
で
あ
醐
る
。
特
差
出
世
胴
李
斯
等
秦
始
皇
帝
期
叫
凡
将
篇
司
馬
相
如
酉
漠
武
帝
期
れ
急
就
篇
史
辞
元
帝
期
器、出
元
尚
篇
李
長
成
帝
期
晴
訓
纂
篇
揚
雄
平
帝
期
醐
既
述
し
た
如
く
、
急
就
篇
は
七
字
句
を
中
心
と
し
な
が
ら
他
に
一
一
一
字
鵬
句
・
四
字
句
の
部
分
も
見
出
さ
れ
、
全
体
構
成
は
、
匂
式
と
内
容
と
糊
の
間
遠
か
ら
次
図
の
如
く
理
解
さ
れ
る
。
11 
体
例
〔
七
字
句
・
一
匂
一
韻
〕
請
道
其
章
姓
名
詑
請
言
物
諸
物
蓋
詑
五
官
出
依
調
、
汗
染
貧
者
辱
五
官
〔
七
字
句
・
一
勾
一
韻
〕
姓
名
〔
三
字
句
・
二
句
一
韻
〕
諸
物
〔
七
字
句
・
一
句
一
韻
〕
ー
漢
地
庚
大
一
一
「
l
老
復
丁
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
請
道
其
章
」
「
姓
名
詑
、
請
言
物
」
「
諸
物
量
詑
五
官
出
」
の
如
く
、
各
部
の
初
め
に
一
種
の
接
続
句
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
請
道
其
章
」
の
場
合
は
そ
れ
以
降
が
三
字
句
、
「
姓
名
誌
、
請
言
物
」
の
場
合
は
そ
れ
以
降
が
七
字
句
と
、
匂
式
に
相
違
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
急
就
篇
は
一
章
六
十
三
字
か
ら
成
り
、
か
か
る
状
況
は
異
種
の
匂
式
に
よ
る
接
続
句
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
章
分
の
字
数
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
頒
辞
〔
四
字
句
・
二
句
一
韻
〕
12 
る
。
急
就
篇
に
見
出
さ
れ
る
こ
う
し
た
接
続
句
と
、
E
S
-
-品
8
の
「
白
書
人
名
姓
」
と
の
聞
に
は
類
似
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
五
字
句
に
つ
い
て
も
、
一
章
中
の
字
数
の
調
整
に
関
わ
る
可
能
性
を
老
虚
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
広
田
N
-
E
gと
蒼
額
篤
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
於
け
る
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
現
在
ま
で
に
検
出
さ
れ
た
漠
代
蒼
額
篇
残
簡
の
内
、
四
字
句
以
外
の
匂
式
の
存
在
は
今
の
所
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
姓
名
に
関
わ
る
内
容
も
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
困
よ
り
現
時
点
に
於
て
知
ら
れ
る
蒼
額
篇
残
簡
は
、
字
数
に
よ
っ
て
計
数
す
れ
ば
、
漢
書
芸
文
志
が
記
す
総
字
数
三
三
O
O字
の
四
分
の
一
足
ら
ず
の
七
二
O
余
字
に
週
き
ず
、
か
か
る
断
片
的
な
資
料
に
よ
っ
て
速
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
資
料
上
の
制
約
を
念
頭
に
置
い
た
上
に
於
て
も
、
最
多
の
一
一
一
四
点
の
残
簡
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
に
蒼
額
・
愛
歴
・
博
学
=
一
篇
を
包
摂
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
阜
陽
漢
簡
蒼
額
篇
に
、
四
字
句
以
外
の
句
式
と
姓
名
に
関
わ
る
内
容
と
が
存
在
し
た
形
跡
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
看
過
し
得
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
章
の
字
数
と
句
式
と
の
関
係
を
見
る
と
、
漢
代
の
蒼
額
篇
は
漢
書
芸
文
志
に
よ
り
一
章
六
十
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
数
値
は
四
字
十
五
包
乞
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
既
述
し
た
知
く
、
急
就
痛
は
七
字
句
を
中
心
と
し
、
三
字
句
・
四
字
句
と
い
っ
た
多
様
な
句
式
か
ら
成
る
が
、
=
一
字
句
・
四
字
句
は
七
字
句
と
の
関
係
か
ら
必
然
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
よ
っ
て
一
章
六
十
三
字
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
五
字
句
を
含
ん
で
蒼
額
篇
の
一
章
六
十
字
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
急
就
鮪
に
比
し
て
か
な
り
変
則
的
な
状
況
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
疑
問
の
余
地
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
H
h
s
-
H
品目
M
と
蒼
韻
篤
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
も
の
の
、
同
時
に
両
者
を
結
び
付
け
る
明
確
合
根
拠
も
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
が
、
現
段
階
に
於
け
る
最
も
穏
当
な
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
広
品
目
・
区
間
臼
に
つ
い
て
は
、
蒼
額
篇
以
外
の
小
学
書
と
の
関
連
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
に
掲
げ
た
漢
書
芸
文
志
が
記
す
小
学
害
の
内
、
蒼
額
篇
・
急
就
篇
、
及
び
収
録
字
の
菌
か
ら
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
訓
纂
篇
を
除
外
す
る
と
、
凡
将
篇
・
元
尚
篇
が
残
る
。
こ
れ
ら
は
漢
書
芸
文
志
に
急
就
篇
と
共
に
「
皆
蒼
韻
中
正
字
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
蒼
額
篇
の
収
録
字
を
母
体
と
す
る
改
編
書
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
尚
篇
に
つ
い
て
は
、
逸
文
が
見
出
さ
れ
ず
具
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
凡
将
篇
は
、
逸
文
に
よ
っ
て
、
七
字
句
で
事
物
分
類
的
形
態
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
五
字
句
・
四
字
句
と
い
っ
た
異
種
の
匂
式
、
更
に
姓
名
に
関
わ
る
形
態
が
存
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
ず
、
一
章
分
の
字
数
も
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
顔
蹄
古
が
「
逮
至
炎
漢
司
馬
相
如
作
凡
将
篇
、
伴
妓
書
官
冊
、
多
所
載
述
務
適
時
要
。
史
瀞
景
慕
、
擬
而
庚
之
」
(
「
急
就
篇
注
」
叙
)
と
述
べ
る
如
き
、
急
就
篇
へ
の
影
響
関
係
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
先
行
の
凡
将
篇
中
に
既
に
姓
名
に
関
わ
る
形
態
が
存
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
広
忠
-
E
Sを
含
む
玉
門
花
海
漢
簡
の
年
代
に
つ
い
て
「
玉
門
花
海
」
は
、
蒼
額
篇
と
急
就
篇
と
の
併
出
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
未
だ
急
就
篇
が
世
に
関
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
玉
門
花
海
漢
簡
の
年
代
が
比
較
的
早
い
こ
と
の
一
証
左
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
居
延
漠
簡
百一日
を
は
じ
め
〉
号
己
的
Z
E
が
一
九
O
七
年
に
発
掘
し
た
敦
燈
漢
筒
、
醐
更
に
馬
閤
湾
出
土
漠
簡
が
い
ず
れ
も
奪
回
篇
と
急
就
篇
と
を
併
出
精
し
、
蒼
一
懇
願
と
急
就
篇
と
は
辺
境
の
前
線
基
地
に
於
て
も
広
く
行
わ
糾
れ
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
蒼
額
篇
が
検
出
さ
れ
た
れ
の
に
対
し
急
就
篇
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
は
、
年
代
判
定
に
於
気』出
て
一
定
の
有
効
性
を
認
め
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
玉
門
花
海
出
U
土
の
蒼
額
篇
残
簡
が
、
他
の
地
点
か
ら
出
土
し
た
敦
爆
漢
簡
や
居
延
蜘
漢
筒
か
ら
検
出
さ
れ
た
蒼
韻
篇
残
簡
に
比
し
て
、
よ
り
濃
厚
な
い訂
{
m
d
町
山
家
意
を
有
す
る
こ
と
も
、
そ
の
古
体
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
糊
り
、
更
に
わ
ず
か
一
簡
な
が
ら
、
玉
門
花
海
か
ら
出
土
し
た
有
紀
年
簡
(
吋
ご
出
回
U
N
〉
)
に
「
元
平
元
年
」
(
紀
元
前
七
四
年
)
の
紀
年
が
見
ら
れ
、
そ
の
年
は
急
就
篇
が
成
立
し
た
元
帝
の
前
代
の
回)13 
宣
帝
の
初
年
に
当
り
、
最
も
早
く
見
積
も
っ
て
も
急
就
篇
成
立
の
約
二
十
六
年
前
で
あ
る
こ
と
も
、
先
の
推
測
の
傍
証
と
見
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
玉
門
花
海
」
の
推
定
に
従
う
な
ら
ば
、
区
由
N
・
区
8
の
小
学
書
は
、
急
就
篇
及
び
そ
の
後
に
成
立
し
た
元
尚
篇
よ
り
前
の
成
立
と
見
な
さ
れ
、
年
代
面
か
ら
も
凡
将
篇
の
存
在
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
漢
書
芸
文
志
に
記
さ
れ
た
蒼
額
篇
以
外
の
小
学
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
同
時
に
漢
書
芸
文
志
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
小
学
書
と
の
関
連
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
急
就
篇
の
冒
頭
の
第
一
・
二
句
に
は
「
急
就
奇
鰍
奥
衆
異
、
羅
列
諸
物
名
姓
字
」
と
あ
り
、
そ
の
中
の
「
衆
」
の
語
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
先
行
の
蒼
額
篇
・
凡
将
篤
以
外
に
も
少
な
か
ら
ぬ
同
類
書
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
漢
書
芸
文
志
は
漢
室
に
存
し
た
図
書
の
目
録
で
あ
り
、
当
時
の
主
要
な
文
献
は
ほ
ぼ
網
羅
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
E
S
-
-品由同の
如
く
姓
名
に
関
わ
る
字
を
集
成
し
た
極
め
て
実
務
的
な
小
学
害
が
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
く
、
例
え
ば
広
範
な
流
布
を
み
た
百
家
姓
が
、
史
書
の
書
自
に
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
更
に
再
度
「
急
就
奇
鰍
奥
衆
異
、
羅
列
諸
物
名
姓
字
」
の
二
句
に
注
目
し
て
み
る
と
、
諸
物
と
名
姓
と
の
{
干
の
羅
列
が
「
衆
と
異
な
る
」
特
色
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
諸
物
の
羅
列
形
態
が
既
に
先
行
の
蒼
額
篇
・
凡
将
篇
に
認
め
ら
14 
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
姓
名
形
態
は
急
就
篇
が
蒼
額
篇
・
凡
将
篇
以
外
の
小
学
書
か
ら
新
た
に
導
入
し
た
、
と
の
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
区
品
目
-
E
gに
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
蒼
額
篇
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
な
根
拠
を
見
出
し
難
く
、
凡
将
篇
や
漢
書
芸
文
志
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
小
学
書
と
の
関
連
を
も
猶
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
但
し
、
現
時
点
に
於
て
蒼
額
篇
と
の
関
連
等
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
と
し
て
も
、
E
S・H
品
目
印
は
、
姓
名
形
態
の
小
学
書
が
急
就
篤
以
前
に
既
に
存
し
て
い
た
可
能
性
を
具
体
的
に
示
す
資
料
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
漢
代
小
学
書
研
究
に
於
け
る
本
残
簡
の
重
要
性
と
し
て
、
十
分
に
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。結
語
小
論
で
は
、
「
新
獲
敦
爆
漠
簡
」
に
見
出
さ
れ
る
小
学
書
残
街
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
於
て
漢
書
芸
文
志
中
の
小
学
書
で
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
ず
、
書
名
不
明
の
「
不
明
小
学
書
」
に
属
す
る
残
簡
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。
蒼
額
篤
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
類
別
、
或
い
は
注
目
す
べ
き
先
行
研
究
に
対
し
て
疑
点
を
提
出
し
な
が
ら
、
明
確
な
代
案
を
示
し
得
ず
、
た
だ
徒
に
可
能
性
を
列
記
す
る
に
止
ま
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
え
て
小
論
を
草
し
た
の
は
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
不
確
定
要
素
が
多
く
、
明
確
な
把
握
が
困
難
な
現
段
階
に
於
て
は
、
多
様
な
可
能
怯
を
提
示
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
試
み
も
、
猶
一
定
の
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
知
く
今
後
の
検
討
に
侠
つ
部
分
が
多
い
状
況
な
が
ら
、
「
新
獲
敦
爆
漠
筒
」
に
見
出
さ
れ
る
小
学
書
残
簡
に
よ
っ
て
、
漢
代
小
学
書
の
多
様
な
様
相
の
一
端
を
窺
い
得
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
無
い
所
で
あ
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
急
就
篇
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
姓
名
形
時
芸
有
す
る
小
学
書
残
簡
が
新
た
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
漢
代
小
学
書
に
於
で
か
か
る
姓
名
形
態
が
少
な
か
ら
ぬ
位
置
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
代
に
於
け
る
姓
名
形
態
の
小
学
書
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
労
斡
「
史
記
項
羽
本
紀
中
「
学
書
」
和
「
学
剣
」
的
解
釈
」
に
急
就
篤
の
姓
名
形
態
を
取
り
上
げ
、
学
書
と
姓
名
と
が
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
「
新
獲
敦
埠
漢
筒
」
の
小
学
書
に
よ
り
、
一
層
具
体
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
{却】
姓
名
形
態
の
小
学
書
に
関
し
て
は
、
急
就
篤
に
於
け
る
姓
名
形
態
の
出
自
や
百
家
姓
等
の
後
代
小
学
書
へ
の
展
開
等
、
考
察
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
小
論
に
於
て
保
留
と
し
た
他
の
問
題
と
共
に
A
長
の
課
題
と
し
た
い
。
田)
[注】
(
l
)
「
簡
膿
編
号
索
引
」
に
よ
り
、
図
版
(
萱
l
萱
玖
零
)
に
収
め
ら
れ
た
漢
簡
の
点
数
を
集
計
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
(
図
版
萱
玖
萱
l
武
零
梁
は
発
掘
現
場
・
器
物
等
を
収
録
)
。
・
建
国
後
新
獲
漢
簡
・
図
版
萱
i
障
零
一
四
八
O
点
建
国
前
出
土
漢
簡
図
版
萱
l
臨時萱
l
萱
玖
零
五
五
二
点
(
建
国
前
出
土
漢
簡
図
版
に
は
残
紙
二
点
吊
書
=
一
宙
を
含
む
)
(
2
)
U
ミ
ヤ
宮
町
の
釈
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
コ
品
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
異
同
ナ
ン
脱
脂
己
朔
酒
上
多
丁
枇
相
悦
奈
老
何
宮
間
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
異
同
ナ
シ
見
弟
賓
昏
普
相
聞
郷
里
対
門
典
親
友
坐
雄
不
幾
好
相
祭
残
存
字
数
の
制
約
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
明
確
に
把
握
し
難
い
部
分
を
有
す
る
が
、
コ
品
に
は
「
掴
上
多
丁
社
」
「
奈
老
何
」
と
い
っ
た
語
が
見
出
さ
れ
、
詩
文
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
町
に
は
格
言
書
的
性
格
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
相
」
「
鎚
」
の
如
く
、
僅
か
二
十
一
字
中
に
重
複
字
が
二
字
有
り
、
こ
の
点
か
ら
小
学
書
の
認
定
に
疑
問
が
残
る
。
(3)
凹
由
聞
の
釈
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
目
白
日
〈
釈
文
〉
〈
敦
埠
〉
異
同
ナ
シ
相
口
幻
貴
旧
口
口
口
口
図
図
版
に
よ
れ
ば
「
貴
」
と
釈
さ
れ
た
文
字
も
、
右
側
が
依
失
し
て
お
り
、
残
存
部
か
ら
の
推
定
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
釈
文
に
も
示
さ
れ
る
如
く
、
簡
の
下
半
部
に
文
字
が
存
し
た
痕
跡
の
認
め
ら
れ
な
い
白
簡
部
分
が
あ
り
、
小
学
書
の
認
定
に
於
て
、
こ
の
点
も
疑
問
が
残
る
。
(
4
)
拙
稿
「
『
蒼
額
偽
』
の
内
容
と
構
造
阜
腸
漢
簡
『
斎
額
稿
』
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
一
集
一
九
八
九
年
新狼数燈漠簡に見出される小学書残筒(福15 
十
月
)
参
照
。
(
5
)
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
武
威
漢
簡
』
(
文
物
出
版
社
一
九
六
四
年
)
所
収
、
『
漢
簡
綴
述
』
(
中
華
書
局
一
九
八
O
年
二
一
月
)
再
収
。
(6)
胡
平
生
・
韓
自
強
「
〈
蒼
額
篇
}
的
初
歩
研
究
」
(
『
文
物
」
一
九
八
三
年
第
二
期
)
参
問
、
。
(
7
)
例
え
ば
、
簡
の
中
途
で
企
を
付
す
例
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
小
学
書
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
B
の
「
九
」
も
或
い
は
簡
の
番
号
か
と
も
思
わ
れ
る
が
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
(
8
)
5
2
の
「
部
」
〈
釈
文
〉
「
郁
」
〈
敦
埠
〉
の
釈
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
図
版
に
よ
れ
ば
「
郁
」
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
「
部
」
は
或
い
は
誤
植
か
と
も
思
わ
れ
る
。
(9)
こ
の
点
は
、
同
筆
と
見
な
さ
れ
る
「
蒼
額
続
」
E
g
-
E
8・E
E
の
分
析
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
。
(叩
)
H
N
a
o
「幻」
l
E
E
「
郎
」
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
H
N
g
「
担
」
の
次
字
に
「
郁
」
と
あ
る
こ
と
や
、
区
間
H
と
の
比
較
か
ら
、
後
字
の
「
郁
」
を
誤
っ
て
二
度
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
は
「
部
」
と
は
異
な
る
文
字
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
(
日
)
前
拘
注
(
4
)
拙
稿
参
照
。
(
ロ
)
羅
振
玉
・
王
国
維
『
流
沙
墜
簡
』
(
上
成
羅
氏
震
翰
模
景
石
印
本
一
九
一
四
年
)
、
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
」
続
編
冊
七
再
収
。
(
日
)
文
物
局
古
文
献
研
究
室
・
安
徽
省
阜
陽
地
区
博
物
館
阜
陽
漢
簡
整
理
組
「
阜
陽
漢
簡
〈
蒼
額
篇
}
」
(
『
文
物
』
一
九
八
一
二
年
第
二
期
)
参
照
。
(
M
)
周
祖
諜
「
敦
埠
唐
本
字
書
叙
録
」
(
中
回
数
値
吐
魯
香
学
会
垣
間
言
文
学
分
会
編
纂
『
敦
燈
語
言
文
学
研
究
』
所
収
北
京
大
学
出
版
社
一
九
八
八
年
七
月
)
参
照
。
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(
河
川
)
嘉
的
関
市
文
物
保
管
所
(
執
筆
楊
会
福
)
「
玉
門
花
海
漠
代
蜂
燈
遣
社
出
土
的
簡
崩
」
(
甘
粛
省
工
作
隊
・
甘
粛
省
博
物
館
編
『
漠
簡
研
究
文
集
」
一
九
八
四
年
九
月
甘
粛
人
民
出
版
社
)
参
照
。
(
日
)
こ
の
遺
詔
も
習
書
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
武
帝
の
遣
語
と
す
る
見
解
と
高
祖
劉
邦
の
遺
詔
と
す
る
見
解
と
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
(
日
)
文
献
胡
平
生
「
玉
門
武
威
新
狼
簡
版
文
字
校
釈
(
読
{
漢
簡
研
究
文
集
}
札
記
」
(
『
考
古
典
文
物
」
一
九
八
六
年
第
六
期
)
参
照
。
(
げ
)
漢
書
芸
文
志
・
説
文
叙
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
訓
纂
篇
は
蒼
額
鮪
以
外
の
文
字
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
急
就
鰯
は
「
蒼
額
中
正
字
」
(
漢
書
芸
文
志
)
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
E
S
E
gと
急
就
篇
と
の
聞
に
は
重
複
字
が
存
し
、
訓
纂
鱗
と
の
関
係
は
収
録
字
の
面
か
ら
否
定
さ
れ
る
。
同
様
な
状
況
は
、
「
不
明
小
学
書
」
に
分
類
し
た
他
の
残
簡
に
も
指
摘
さ
れ
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
中
に
は
訓
纂
篇
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
猪
、
西
漢
か
ら
東
漢
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
小
学
書
と
蒼
額
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
説
文
解
字
』
以
前
に
於
け
る
漢
代
小
学
書
の
諸
相
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
三
号
}
九
九
O
年
五
月
)
参
照
。
(
問
団
)
前
掲
注
(
日
)
参
照
。
(
四
)
『
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
三
十
本
下
冊
(
一
九
五
九
年
十
月
)
所
収
。
(
初
)
張
麗
生
『
急
就
鮪
研
究
」
(
台
湾
商
務
印
書
館
}
九
八
三
年
六
月
)
は
、
急
就
簡
の
姓
名
形
態
に
つ
い
て
、
姓
名
の
組
合
せ
で
は
な
く
、
全
て
姓
字
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
張
氏
は
、
漢
人
の
名
は
大
部
分
が
一
字
で
あ
り
、
ま
た
姓
名
と
解
し
た
場
合
に
名
に
相
当
す
る
も
の
に
極
め
て
不
自
然
な
も
の
が
あ
る
こ
と
等
を
疑
占
と
し
て
掲
げ
、
「
羅
列
諸
物
名
姓
字
」
を
「
羅
列
す
る
は
諸
物
名
と
姓
字
」
と
解
し
、
個
々
の
文
字
に
つ
い
て
戸
説
を
検
証
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
張
氏
も
述
べ
る
如
く
、
急
就
摘
に
は
「
歩
昌
」
「
利
親
」
「
未
央
」
等
、
漢
書
に
多
見
さ
れ
る
人
名
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
宇
一
宇
姓
字
と
し
て
排
列
し
た
と
解
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
や
は
り
入
名
と
し
て
の
排
列
意
図
が
存
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
人
名
と
し
て
不
自
然
な
も
の
が
存
す
る
点
も
、
使
用
字
の
限
定
・
重
複
字
の
回
避
・
押
韻
と
い
っ
た
制
約
さ
れ
た
条
件
下
で
の
排
列
や
識
字
効
率
へ
の
配
慮
等
を
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
疑
点
と
す
る
に
足
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
猶
、
加
義
国
「
漢
簡
中
人
名
奥
{
急
就
鮪
〉
人
名
之
相
合
者
」
(
「
漠
簡
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
四
(
発
表
全
文
こ
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
一
九
九
二
年
十
二
月
)
に
は
、
急
就
篇
の
人
名
の
内
、
漢
簡
中
に
見
出
さ
れ
る
人
名
と
確
実
に
合
致
す
る
も
の
が
二
十
九
、
合
致
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
こ
あ
り
、
急
就
篇
に
列
せ
ら
れ
た
人
名
一
三
一
一
の
五
分
の
一
以
上
に
当
た
る
、
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
包
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
釈
文
の
み
が
公
表
さ
れ
た
段
階
で
は
あ
る
が
、
「
居
延
新
筒
」
(
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
甘
粛
省
博
物
館
文
化
部
古
文
献
研
究
室
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
秦
漠
貌
晋
出
土
文
献
居
延
新
簡
甲
渠
候
官
典
第
四
縫
』
文
物
出
版
社
一
九
九
O
年
七
月
)
5
に
「
遁
学
成
史
以
姓
字
始
口
図
」
と
あ
り
、
資
料
の
公
表
に
よ
る
新
た
な
研
究
の
進
展
も
期
待
さ
れ
る
。
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